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は
じ
め
に

　

村
上
春
樹
作
品
の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
国
内
外
で
多
様
な
形
で
展
開

し
て
お
り
、
近
年
で
は
映
画
や
舞
台
に
加
え
て
、
村
上
作
品
を
題
材
と
し

た
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
作
品
１
も
登
場
し
て
い
る
。
な
お
、
村
上
春
樹
文
学
の

ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
研
究
は
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、

ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
と
い
う
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
媒
体
に
着
目
し
た
研
究
は
、

管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
。

　

近
年
の
ゲ
ー
ム
研
究
で
は
、
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
を
単
な
る
娯
楽
で
は
な
く
、

文
学
的
・
文
化
的
表
現
の
一
形
態
と
し
て
捉
え
る
傾
向
が
強
ま
り
２
、
と

り
わ
け
海
外
で
は
、
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
視
点
か
ら
の
検
討
も
進

ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
二
〇
二
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
雑
誌Arts

（『
芸

術
』）
の
特
集
号
で
は
、
映
画
と
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
は
現
代
に
お
け
る
も
っ

と
も
影
響
力
の
あ
る
メ
デ
ィ
ア
３
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
美
学
と
実
践
が
多
様
な

視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
二
三
年
に
刊
行
さ
れ
た

Videogam
e Sciences and Arts

（『
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
科
学
と
芸
術
』）
に

収
録
さ
れ
た
論
文
の
中
に
、
タ
チ
ヤ
ナ
・
リ
ス
テ
ィ
ッ
チ
（Tatjana 

Ristić

）
と
ダ
ル
ヤ
ン
・
ク
ビ
ク
（Darjan Kubik

）
は
、
ビ
デ
オ
ゲ
ー

ム
の
歴
史
は
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
歴
史
だ
と
主
張
し
、
複
数
の
例
を
挙

げ
て
そ
の
多
様
性
を
示
し
て
い
る
４
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
研
究
の
多
く
は
、
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の

村
上
春
樹
を
プ
レ
イ
す
る

�
─
─
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
に
お
け
る
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
試
み

ダ
ル
ミ
・
カ
タ
リ
ン
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枠
組
み
を
ゲ
ー
ム
研
究
に
導
入
す
る
意
義
を
論
じ
、
あ
る
い
は
そ
の
方
法

論
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
語
る
形
態
か
ら
直
接
イ
ン
タ
ラ
ク

テ
ィ
ブ
な
形
態
に
翻
案
さ
れ
た
ゲ
ー
ム
作
品
を
詳
細
に
分
析
し
た
研
究
が

未
だ
に
少
な
い
と
言
え
る
５
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
村
上
春
樹
の
二
〇

篇
以
上
の
作
品
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
と
公
表
さ
れ
て
い
る
６
『
メ
モ

ラ
ン
ダ
』（
英
題M

em
oranda

）
を
取
り
上
げ
、
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン

研
究
の
視
点
か
ら
の
分
析
を
試
み
た
い
。

　
『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
は
、
カ
ナ
ダ
の
イ
ン
デ
ィ
ー
ゲ
ー
ム
ス
タ
ジ
オBit 

Byterz

が
二
〇
一
七
年
に
リ
リ
ー
ス
し
た
、
２
Ｄ
の
ポ
イ
ン
ト
＆
ク

リ
ッ
ク
形
式
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
（adventure gam

e

、
以
下

Ａ
Ｖ
Ｇ
と
記
す
）
で
あ
り
、
そ
の
枠
物
語
と
し
て
は
村
上
春
樹
の
「
品
川

猿
」（『
東
京
奇
譚
集
』
新
潮
社
、
二
〇
〇
五
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
Ａ

Ｖ
Ｇ
は
、「
一
定
の
ル
ー
ル
や
ス
ト
ー
リ
ー
の
も
と
で
選
択
や
解
答
の
探

索
を
重
ね
て
物
語
の
結
末
を
目
指
す
」７
も
の
だ
が
、
徐
永
為
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、「
Ａ
Ｖ
Ｇ
の
テ
キ
ス
ト
は
殆
ど
、
地
の
文
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
セ
リ
フ
で
構
成
さ
れ
て
」
お
り
、
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
の
中
で
は
「
物
語
性

が
非
常
に
顕
著
な
」
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
８
。『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
も
同
様
に
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
セ
リ
フ
は
音
声
と
と
も
に
画
面
下
部
に
英
語
字
幕
と
し

て
表
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
分
量
９
か
ら
も
伺
え
る
よ
う
に
、
物
語
性
が

強
い
ゲ
ー
ム
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
・
文
化
・
言
語
を
越
え
た
物
語
の
移

動
10
を
論
じ
る
た
め
に
相
応
し
い
作
品
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

小
説
が
「
語
る
」
形
態
、
演
劇
や
映
画
が
「
見
せ
る
」
形
態
で
あ
る
の

に
対
し
、
ゲ
ー
ム
は
「
物
語
と
そ
の
世
界
に
身
体
的
に
も
か
か
わ
り
あ
う

参
加
の
形
態
」11
で
あ
り
、
物
語
の
進
行
に
お
い
て
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
介
入

が
不
可
欠
で
あ
る
。
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
研
究
に
お
い
て
は
、
ゲ
ー
ム
の
構
造

や
ル
ー
ル
シ
ス
テ
ム
に
着
目
す
る
ル
ド
ロ
ジ
ー
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
物

語
分
析
を
重
視
す
る
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
対
立
し
て
き
た

が
、
後
者
で
は
ゲ
ー
ム
体
験
が
軽
視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
12
。
こ
う
し
た
問

題
を
補
う
た
め
に
、
榊
祐
一
は
ゲ
ー
ム
経
験
を
過
去
の
出
来
事
（
完
結
し

た
物
語
）
と
し
て
分
析
す
る
従
来
の
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
的
な
方
法
と
区
別
さ

れ
る
「
プ
レ
イ
経
験
の
水
準
」
の
分
析
を
提
唱
し
た
13
。

　

榊
の
言
う
ゲ
ー
ム
の
出
来
事
と
は
、「
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
そ
の
ゲ
ー
ム
を

プ
レ
イ
し
つ
つ
あ
る

0

0

0

0

0

中
で
生
じ
る
、
ゲ
ー
ム
の
仮
想
世
界
内
で
の
様
々
な

出
来
事
で
あ
り
、
よ
り
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
即
し
た
形
で
言
え
ば
、「
今
ま
さ

0

0

0

に
ゲ
ー
ム
を

0

0

0

0

0

プ
レ
イ
し
て
い
る
さ
な
か
で

0

0

0

0

0

0

0

0

」
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
も
た
ら
さ
れ

る
、
ゲ
ー
ム
の
仮
想
世
界
内
で
の
様
々
な
経
験
」（
傍
点
原
文
）
を
指
し
、

氏
は
「
そ
の
よ
う
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
経
験
の
水
準
を
、
物
語
と
い
う
水
準

で
と
ら
え
ら
れ
た
ゲ
ー
ム
の
享
受
経
験
と
区
別
す
る
意
味
で
」「
プ
レ
イ

経
験
」
と
呼
ん
で
い
る
14
。
本
稿
で
は
、
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
的
分
析
を
基
盤

と
し
つ
つ
も
、
榊
の
「
プ
レ
イ
経
験
」
の
概
念
を
踏
ま
え
、
先
行
す
る
物

語
が
ゲ
ー
ム
の
進
行
お
よ
び
プ
レ
イ
体
験
に
ど
の
よ
う
に
作
用
し
て
い
る

か
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
る
。
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一
　『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
の
構
造

　

読
者
を
「
謎
解
き
」
に
誘
う
村
上
春
樹
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
、
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
、
ヒ
ン
ト
を
探
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
Ａ
Ｖ
Ｇ
に
相
応
し

い
題
材
だ
と
思
わ
れ
る
。
斎
藤
美
奈
子
が
皮
肉
を
込
め
て
書
い
て
い
る
よ

う
に
、
村
上
文
学
、
と
り
わ
け
「
宝
探
し
」
や
「
シ
ー
ク
＆
フ
ァ
イ
ン

ド
」15
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
初
期
の
作
品
群
は
、
一
般
読
者
の
み
な
ら

ず
、
批
評
家
た
ち
を
も
謎
解
き
ゲ
ー
ム
に
誘
う
と
い
う
、「
じ
じ
つ
ゲ
ー

ム
ソ
フ
ト
そ
の
も
の
」
だ
と
言
え
る
16
。
な
お
、
斎
藤
が
指
摘
し
た
よ
う

に
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』
以
前
の
初
期
二
作

品
に
も
、
も
っ
と
単
純
で
は
あ
る
も
の
の
、
テ
キ
ス
ト
に
ゲ
ー
ム
性
が
認

め
ら
れ
る
の
」
で
あ
る
17
。
具
体
的
に
は
、
デ
ビ
ュ
ー
作
の
『
風
の
歌
を

聴
け
』（
講
談
社
、
一
九
七
九
）
は
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
に
似
て
お
り
、『
1

９
7
３
年
の
ピ
ン
ボ
ー
ル
』（
講
談
社
、
一
九
八
〇
）
は
「
ピ
ン
ボ
ー
ル

的
な
構
造
」
を
持
っ
て
い
る
「
ピ
ン
ボ
ー
ル
小
説
」
だ
と
指
摘
し
て
い

る
18
。
斎
藤
は
こ
こ
で
村
上
の
小
説
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
、
ゲ
ー
マ
ー

／
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
化
し
て
謎
解
き
本
を
次
々
と
発
表
し
て
き
た
批
評
家
た

ち
を
批
判
し
て
い
る
が
、
村
上
の
小
説
は
「
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
」
の
よ
う
な

働
き
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
極
め
て
重
要
か
つ
妥
当
だ
と
思
わ
れ

る
。

　
「
品
川
猿
」
は
斎
藤
が
論
じ
た
初
期
作
品
群
と
は
時
期
を
異
に
す
る
が
、

典
型
的
な
「
シ
ー
ク
＆
フ
ァ
イ
ン
ド
」
の
物
語
構
造
を
持
ち
、
Ａ
Ｖ
Ｇ
の

枠
物
語
と
し
て
相
応
し
い
作
品
で
あ
る
。
物
語
は
、「
名
前
忘
れ
」
に
悩

む
二
六
歳
の
安
藤
み
ず
き
が
、
品
川
区
役
所
の
「
心
の
悩
み
相
談
室
」
を

訪
れ
る
決
意
を
す
る
場
面
か
ら
始
ま
る
。
面
談
を
重
ね
る
う
ち
、
み
ず
き

は
高
校
時
代
に
自
殺
し
た
寮
の
下
級
生
・
松
中
優
子
の
こ
と
を
思
い
出
す
。

優
子
は
自
殺
を
図
る
直
前
に
、「
い
な
い
あ
い
だ
に
猿
に
と
ら
れ
た
り
し

な
い
よ
う
に
」（
一
八
一
頁
）
と
自
分
の
名
札
を
み
ず
き
に
渡
し
た
。
み

ず
き
は
、
大
事
に
と
っ
て
お
い
た
優
子
の
名
札
と
共
に
、
自
分
の
名
札
も

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
坂
木
哲
子
は
、
区

役
所
で
土
木
課
長
と
し
て
勤
め
て
い
る
夫
の
協
力
を
得
て
犯
人
と
み
ら
れ

る
猿
を
突
き
止
め
、
区
役
所
の
地
下
室
で
み
ず
き
と
対
面
さ
せ
る
。
猿
は

「
あ
な
た
の
お
母
さ
ん
は
、
あ
な
た
の
こ
と
を
愛
し
て
は
い
ま
せ
ん
」（
二

〇
五
頁
）
と
告
げ
、
名
札
を
返
し
て
下
水
道
か
ら
出
て
い
く
。
み
ず
き
は

そ
の
代
わ
り
に
、
松
中
優
子
の
名
札
を
猿
に
手
渡
す
。
こ
の
「
喪
失
し
た

名
前
を
取
り
戻
す
」
と
い
う
筋
立
て
が
、
Ａ
Ｖ
Ｇ
に
と
っ
て
適
し
た
プ

ロ
ッ
ト
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
の
物
語
水
準
を
み
る
と
、
構
成
は
「
品
川
猿
」

と
呼
応
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
舞
台
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
海
辺
の
町
。

二
五
歳
の
主
人
公
・
ミ
ズ
キ
（M

izuki

）
は
不
眠
症
に
悩
み
、
時
折
自

分
の
名
前
を
忘
れ
る
。
消
え
た
サ
ー
カ
ス
の
象
を
追
い
な
が
ら
、
町
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
会
い
、
高
校
時
代
に
亡
く
な
っ
た
友
人
モ
リ
コ
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（M
oriko

）
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
モ
リ
コ
は
森
で

自
殺
を
図
っ
た
が
、
そ
の
前
に
、
猿
に
と
ら
れ
た
り

し
な
い
よ
う
に
、
自
分
の
名
札
を
ミ
ズ
キ
に
渡
し
た
。

夢
か
ら
目
覚
め
た
ミ
ズ
キ
は
下
水
道
へ
と
導
か
れ
、

そ
こ
に
潜
む
猿
と
対
面
し
、
地
上
で
拾
っ
た
兵
士
の

名
札
を
猿
に
渡
す
代
わ
り
に
自
分
の
名
札
を
取
り
戻

す
。

　
【
表
①
】
と
【
表
②
】
は
、『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
の
構

造
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
か
ら
分
か

る
よ
う
に
、
物
語
の
展
開
は
「
品
川
猿
」
と
呼
応
し

て
お
り
、
ゲ
ー
ム
の
最
終
目
標
は
短
編
小
説
と
同
じ

く
、
主
人
公
の
名
前
を
取
り
戻
す
こ
と
で
あ
る
。
リ

ン
ダ
・
ハ
ッ
チ
オ
ン
は
小
説
で
は
な
く
、
映
画
の

（
テ
レ
ビ
）
ゲ
ー
ム
・
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
が
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
に
お
け
る
物
語

の
役
割
を
め
ぐ
る
指
摘
は
示
唆
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

ハ
ッ
チ
オ
ン
に
よ
れ
ば
、
冒
頭
（
葛
藤
の
発
生
）・

中
間
部
（
葛
藤
の
全
て
の
含
意
の
提
示
）・
結
末

（
葛
藤
の
解
決
）
と
い
う
構
成
を
持
っ
て
い
る
映
画

に
対
し
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
・
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

冒
頭
と
結
末
は
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
映
画
と
同
様

冒頭部分（オープニング・シークエンス）
カットシーン❶： 3枚の写真をクリックするとミズキのヴォイスオーヴァー
① この写真は、退屈な生活に飽きたことを夫に伝えた日に友達が撮ってくれた。喧嘩ばかりしていた

ので、それ以来私たちは別々に暮らしている。
② どんなに頑張っても、ピクニックはいつも母が不機嫌になって終わってしまった。だから、私はい

つも父と予定を立てるようになったのだ。
③ 高校ではみんなこの写真を見てとても羨ましがっていた。あの有名な象に会えるなんて、相当運が

良くなければできなかったから。それに、学校で一番人気の女の子と一緒に行ったから、なおさら
なんだ。モリコ…どうしてあんなことをしたの。あんなに可愛くて頭がよかったのに…。

まぶたが重たくなってきた…今夜は寝むらせてほしい…眠たい…。
カットシーン❷（オープニングムービー）： ミズキのヴォイスオーヴァー
露天掘りの右側にある白いものが見える？恐竜の化石みたいなもの…。子供の頃、新鮮な空気を吸うため
に父がよくここに連れてきてくれた…。初めてここに来たとき、父はその白い砂の部分を指さし、それは
赤ちゃんの恐竜が人間から逃げているものだと教えてくれた。でも、とても暗かったから、赤ちゃんの恐
竜は穴に落ちて餓死した。この話を聞いて、私は恐竜なんかよりも穴の向こう側にいる人間たちの方が怖
くなってしまった。それが父の狙いだったのかもしれない。露天掘りの向こう側にある工場や家には、夜
になると動物に変身する人間たちが住んでいて、私たちから物を盗んでいくと父がよく言っていた。忘れ
るなら、そんな話を忘れたかったな…。穴の向こう側に住んでいる人たちはもう何年も前にいなくなった
けど、そこに誰が住んでいたかは今でも分からない…。お父さん、ここにいてくれたら良かったのに…。
一緒に向こう側に行って、近くで見てみたかったよ…。
カットシーン❸（オープニングムービー）： ミズキの部屋・老水夫とミズキの会話
老水夫： おいおい！眠るんじゃないぞ！目を開けて…寝ないでまだ17日目じゃないか！
ミズキ： 顔をこっちに向けないでくれる…その赤い目、怖いのよ…。どうして放っておいてくれない

の？いつまで私を苦しめるつもりなの？
老水夫： 放っといてあげたいよ。でもできないんだよ。昔、若い船長だった頃から、船員たちが寝てい

る間は起きていられないんだから。さあ、起きて、ベッドから出なさい。仕事も何日か休みを
取ったんじゃない？せめてちょっと遊びに行って来いよ！

カットシーン❹（オープニングムービー）： ミズキの部屋
朝。老水夫が消える。ミズキはコーヒーを飲んでいる。

タイトル： Memoranda. Inspired by Haruki Murakami's short stories
『メモランダ』─ハルキ・ムラカミの短編小説にインスパイアされて

インタラクティブな部分（ゲームプレイ）
ミズキのヴォイスオーヴァー・キャラクター同士の会話（省略）

【表①】『メモランダ』の構造─冒頭部分
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な
物
語
叙
述
の
作
業
を
行
っ
て
い

る
が
、
第
二
部
の
ゲ
ー
ム
体
験

（
ゲ
ー
ム
プ
レ
イ
）
は
、
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
関
与
に
よ
っ
て
進
行
さ
れ

て
お
り
、
物
語
は
目
的
そ
の
も
の

で
は
な
く
、「
ゴ
ー
ル
へ
向
か
う

手
段
と
し
て
存
在
し
て
い
る
」
と

い
う
19
。

　

物
語
の
水
準
で
考
え
る
と
、

『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
は
「
品
川
猿
」

と
同
様
な
構
成
（
冒
頭
：
主
人
公

の
名
前
忘
れ
が
起
こ
る
→
中
間

部
：
過
去
と
向
き
合
っ
て
名
前
忘

れ
の
原
因
を
探
る
→
結
末
部
分
：

名
前
を
取
り
戻
す
）
を
持
っ
て
お

り
、「
品
川
猿
」
の
ア
ダ
プ
テ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
が
興

味
深
い
の
は
、「
品
川
猿
」
の
物

語
展
開
を
な
ぞ
り
な
が
ら
も
、
同

時
に
複
数
の
村
上
作
品
か
ら
要
素

結末部分（エンディングムービー）
カットシーン❶： 猿のテントの中（下水道）・猿とミズキの会話
ミズキ： じゃあ、モリコは何かを知っていたのね。あなたは彼女の自殺に関係あるの？
猿： いえいえ、違います。僕は彼女に恋をしておりました。彼女はとても美しかったです。あなた

よりも美しかったくらいです。
ミズキ： では、どうして彼女の名前を盗んだの？
猿： それがですね…。心を惹かれる名前を目の前にすると、ついつい盗んでしまいたくなるのです。

母親の背中にくっついていた赤ん坊の頃からずっとそうでした。
ミズキ： 私達の名前をどうやって知ったの？
猿： あなたたちを高校時代から見ておりました。モリコの名前を探すためにあなたの所に来たので

す。あの名前にとても心が惹かれていました。
ミズキ： でも、金庫の暗証番号がどうして分かったの？自分でも思い出せなかったのに。
猿： 私が忘れさせたのです。モリコの猫たちはあなたの味方だけではありません。彼女に会うため

にまず森の中に入ったのです。
ミズキ： どうして私の名前まで盗んだの？
猿： そこに置いてあったからついに盗んでしまったのです。正直に言いますと、よく見る時間もな

かったのです。
ミズキ： じゃあ、返してくれないかしら？
猿： もちろんです。約束は約束ですから。あの、あなたのお名前は何でしたかな？
ミズキ： 私の名前はね…Mで始まる…うーん、ちょっと考えさせてちょうだい。
猿： 焦らなくていいですよ。そのうち思い出しますから。
ミズキ： M…ミロ…全く、こんな時に忘れちゃうなんて…。
猿： 時間はいくらでもありますから。
ミズキ： 時間はいくらでもある。それはその通りだ。たとえここで何日間いたとしても誰も気づいてく

れたりはしない。
猿： あなたが思い出すあいだにお茶でも淹れてあげましょう。緊張がほぐれますからね。お互いの

ことをもうちょっと知りましょうね。
カットシーン❷： 真っ暗な場面・ミズキのヴォイスオーヴァー
こんなに長い時間誰かと話したのは久しぶりだ。猿は、自分が集めた名前の持ち主について不思議なこと
をたくさん知っていた。もちろん、私についても。申し訳ないけど、どんなことを知っていたかは言えな
い。あまり楽しい思い出ではないから。
彼は、いつも夢で見る廃坑に行くように勧めてくれた。それから自分の荷物をまとめて、しばらくついて
きてくれた。彼にとっては、下水道はもう安全な場所ではない。
この写真は、彼が出る前に撮ったもの。老人の姿が写るだろうと思ったのに、彼は本当にただの孤独なニ
ホンザルだったようだ。
カットシーン❸： 露天掘りの前・ミズキのヴォイスオーヴァー
夜一人でここにいても、もう全然怖くない。朝までここにいて、すべての悩みをここに埋めるつもりだ。家
に帰ったとき、すぐに上手くいくわけではないだろうけど、少なくとも自分の名前はある。私だけのもの。

スタッフロール

【表②】『メモランダ』の構造─結末部分
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を
引
用
・
再
構
成
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

ゲ
ー
ム
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
サ
ハ
ン
ド
・
サ
エ
デ
ィ
（Sahand Saedi

）
氏

は
、
村
上
春
樹
の
作
品
を
も
と
に
ゲ
ー
ム
を
制
作
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経

緯
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
友
人
と
Ａ
Ｖ
Ｇ
の
企
画

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
際
、
偶
然
に
も
二
人
が
と
も
に
村
上
春
樹
の

短
編
集
『
め
く
ら
や
な
ぎ
と
眠
る
女
』（
新
潮
社
、
二
〇
〇
九
、
英
：

Blind W
illow, Sleeping W

om
an, 

二
〇
〇
六
）
を
読
ん
で
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
サ
エ
デ
ィ
氏
は
、「
彼
（
注
：
村
上
春
樹
）
の
物
語

に
は
、
奇
妙
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
神
秘
的
な
雰
囲
気
な
ど
、
Ａ
Ｖ
Ｇ
を
作

る
た
め
の
要
素
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
」20
と
気
づ
き
、
こ
の
発
見
が

『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
を
構
想
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
彼

は
、
制
作
の
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

村
上
作
品
に
お
け
る
マ
ジ
ッ
ク
・
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
雰
囲
気
づ

く
り
に
欠
か
せ
な
い
要
素
で
し
た
─
私
が
や
っ
た
の
は
、
複
数
の

物
語
か
ら
い
く
つ
か
の
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
や
登
場
人
物
を
選
び

出
し
、
そ
れ
ら
を
ひ
と
つ
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
だ
け
で
し
た
。

だ
か
ら
、
こ
の
ゲ
ー
ム
は
村
上
作
品
を
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
人
に

と
っ
て
、
よ
り
一
層
面
白
く
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
21
。

（
下
線
引
用
者
）

り
、
村
上
作
品
の
世
界
観
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
的
に
消
費
22
・
再
生
産
さ
れ

て
い
る
と
言
え
る
。

　
『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
部
分
で
は
「
品
川
猿
」
の

ほ
か
、「
眠
り
」（
主
人
公
が
一
七
日
間
も
眠
れ
な
い
設
定
）
や
「
象
の
消

滅
」（
突
然
消
え
た
象
の
跡
を
追
う
展
開
）、
更
に
「
か
え
る
く
ん
、
東
京

を
救
う
」（
か
え
る
く
ん
と
み
み
ず
く
ん
の
闘
い
の
再
現
）
な
ど
の
村
上

作
品
の
プ
ロ
ッ
ト
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
「
品
川
猿
」
か

ら
逸
脱
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
ら
に
加
え
、『
神
の
子
ど
も

た
ち
は
み
な
踊
る
』（
新
潮
社
、
二
〇
〇
〇
）
を
想
起
さ
せ
る
地
震
や

　
『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
に
お
け
る
マ

ジ
ッ
ク
・
リ
ア
リ
ズ
ム
（
魔
術
的

リ
ア
リ
ズ
ム
）
に
つ
い
て
は
次
節

で
詳
し
く
述
べ
る
が
、
こ
こ
で
着

目
し
た
い
の
は
、
サ
エ
デ
ィ
氏
が

村
上
文
学
を
一
つ
の
物
語
世
界
と

し
て
捉
え
、
そ
こ
か
ら
要
素
を
抽

出
し
再
編
集
す
る
と
い
う
方
法
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
原
作
「
品
川

猿
」
の
忠
実
な
再
現
よ
り
も
、
複

数
テ
ク
ス
ト
の
再
構
成
そ
の
も
の

が
創
作
行
為
の
中
心
と
な
っ
て
お

【図①】露天掘り
Memoranda. Version 9.0c for Windows PC, Bit Byterz/

Digital Dragon Games, 2017.
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『
海
辺
の
カ
フ
カ
』（
新
潮
社
、
二
〇
〇
二
）
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
オ
ペ
ラ

歌
手
の
猫
（Opera Singer Cat

）
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
し
、

小
道
具
と
し
て
は
二
二
編
以
上
の
作
品
か
ら
引
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。
全

て
の
要
素
を
列
挙
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
で
は
、
短

編
集
『
め
く
ら
や
な
ぎ
と
眠
る
女
』『
象
の
消
滅　

短
篇
選
集　

1980-
1991

』（
新
潮
社
、
二
〇
〇
五
、
英
：The Elephant Vanishes, 

一
九
九

三
）『
神
の
子
ど
も
た
ち
は
み
な
踊
る
』（
英
：after the quake, 

二
〇

〇
二
）
の
ほ
か
、
長
編
小
説
『
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
』（
新
潮
社
、

一
九
九
四
〜
九
五
、
英
：The W

ind-Up Bird Chronicle, 

一
九
九
七
）

及
び
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』（
英
：Kafka on the Shore, 

二
〇
〇
五
）
な

ど
、
英
語
圏
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
作
品
群
か
ら
小
道
具
や
モ
チ
ー
フ
が

多
層
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
コ
ラ
ー
ジ
ュ
的
な
引
用
は
、
複

数
の
村
上
作
品
を
ひ
と
つ
の
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
的
世
界
」
と
し
て
再
構
成

し
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
物
語
の
断
片
を
自
ら
た
ど
り
、
意
味
を
構
築
し
て
い

く
よ
う
な
能
動
的
な
体
験
を
促
す
仕
組
み
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
設
定
も
多
い
。
例
え

ば
、
ゲ
ー
ム
の
枠
組
み
を
示
す
機
能
を
持
っ
て
い
る
冒
頭
部
分
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
ム
ー
ビ
ー
（【
表
①
】、
カ
ッ
ト
シ
ー
ン
❷
）
に
描
か
れ
て
い
る
露

天
掘
り
（open pit

、【
図
①
】）
は
、
村
上
春
樹
作
品
に
し
ば
し
ば
登
場

す
る
井
戸
の
モ
チ
ー
フ
を
連
想
さ
せ
る
が
、
そ
こ
に
は
恐
竜
の
化
石
み
た

い
な
も
の
が
映
っ
て
お
り
、
穴
に
落
ち
て
死
ん
だ
恐
竜
の
赤
ち
ゃ
ん
の
話

が
語
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
そ
の
露
天
掘
り
の
向
こ
う
側
に
、
夜
動
物
に

変
身
す
る
人
間
た
ち
が
暮
ら
し
て
お
り
、
時
折
こ
ち
ら
側
に
住
ん
で
い
る

人
た
ち
の
物
を
盗
ん
で
い
く
と
い
う
話
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
設
定
は
、

多
く
の
村
上
作
品
に
共
通
す
る
「
こ
ち
ら
側
」
と
「
あ
ち
ら
側
」
の
対
立

構
造
を
な
ぞ
っ
て
い
る
の
が
明
ら
か
で
あ
る
。
一
方
で
、
動
物
に
変
身
す

る
人
間
た
ち
と
い
う
設
定
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
の

『
変
身
』
に
通
じ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
り
、
シ
ュ
ー
ル
な
雰
囲
気
を
醸
し
出

す
た
め
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
共
に
、「
名
前
忘
れ
」
と
い

う
主
題
を
新
た
な
文
脈
に
移
し
替
え
て
い
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
を
「
品
川
猿
」
の
ア
ダ
プ
テ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
捉
え
る
な
ら
、
次
に
問
わ
れ
る
の
は
、
先
行
す
る
村
上
春

樹
の
物
語
が
ゲ
ー
ム
プ
レ
イ
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か

と
い
う
点
で
あ
る
。
次
節
で
は
こ
の
問
題
を
、
榊
祐
一
の
い
う
「
プ
レ
イ

経
験
の
水
準
」
か
ら
検
討
す
る
。

二
　
プ
レ
イ
経
験
の
水
準
の
分
析

　

プ
レ
イ
経
験
を
テ
レ
プ
レ
ゼ
ン
ス
経
験
23
と
し
て
捉
え
た
榊
は
、
プ
レ

イ
経
験
に
つ
い
て
は
、「
ゲ
ー
ム
が
提
示
し
た
仮
想
空
間
内
部
で
の
双
方

向
的
な
情
報
の
や
り
と
り
を
含
む
と
い
う
点
で
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
と
い

う
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
経
験
は
、
文
字
通
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り
そ
れ
自
体
と
し
て
見
る
な
ら
ば
「
不
確
実
な
未
来
を
孕
み
こ
ん
だ
経

験
」
と
い
う
位
相
に
お
い
て
と
ら
え
う
る
も
の
だ
」24
と
指
摘
し
て
い
る
。

榊
が
指
摘
す
る
、
プ
レ
イ
経
験
は
偶
然
性
を
孕
ん
だ
も
の
だ
と
い
う
見
解

は
、
西
村
清
和
の
議
論
25
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
簡
単
に
言
う
と
、
プ

レ
イ
ヤ
ー
は
プ
レ
イ
し
て
い
る
最
中
に
次
の
展
開
や
ゲ
ー
ム
の
結
末
を
知

ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
榊
の
指
摘
は
妥
当
で
あ
る
が
、
ゲ
ー
ム

が
特
定
の
作
品
の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
す
な
わ
ち
「
ひ
と
つ
、
も
し
く

は
複
数
の
認
識
可
能
な
別
作
品
の
承
認
さ
れ
た
置
換
」26
で
あ
る
場
合
に

は
、
考
察
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ハ
ッ
チ
オ
ン
が
述
べ
る
よ
う
に
、
ゲ
ー
ム
プ
レ
イ
に
お
け
る
先
行
す
る

物
語
は
「
ゴ
ー
ル
へ
向
か
う
手
段
と
し
て
存
在
」
す
る
な
ら
ば
、
プ
レ
イ

ヤ
ー
に
と
っ
て
先
行
す
る
物
語
は
ゲ
ー
ム
を
ク
リ
ア
す
る
手
が
か
り
と
し

て
機
能
す
る
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
の
プ
レ
イ
経
験

を
分
析
す
る
際
に
問
う
べ
き
な
の
は
、「
品
川
猿
」
な
ど
の
先
行
す
る
物

語
は
、
プ
レ
イ
経
験
の
偶
然
性
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
具
体
的
に
着
目
し
た
い
の
は
、「
品
川
猿
」
な
ど
、
先
行
す

る
村
上
作
品
の
展
開
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
が
、
ゲ
ー
ム
を
ク
リ
ア
す
る

上
で
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
助
け
と
な
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

プ
レ
イ
経
験
は
「
不
確
実
な
未
来
を
孕
み
こ
ん
だ
経
験
」（
榊
）
で
は

あ
る
一
方
で
、『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
が
基
本
的
に
「
品
川
猿
」
の
構
造
を
な

ぞ
り
つ
つ
、
複
数
の
村
上
作
品
の
プ
ロ
ッ
ト
を
引
用
し
な
が
ら
展
開
し
て

い
く
こ
と
に
気
づ
く
場
合
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
ゴ
ー
ル
＝
ミ
ズ
キ
の
名
前
を

取
り
戻
す
た
め
に
、
名
前
を
盗
ん
だ
猿
が
下
水
道
に
潜
ん
で
い
る
と
予
測

し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
行
動
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　

ゲ
ー
ム
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
部
分
は
ミ
ズ
キ
の
部
屋
か
ら
始
ま
る
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
ミ
ズ
キ
を
操
作
し
、

物
を
拾
っ
た
り
ノ
ン
プ
レ
イ
ヤ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
会
話
し
た
り
し
な
が

ら
ゲ
ー
ム
を
進
め
て
い
く
。
ミ
ズ
キ
の
部
屋
に
最
初
か
ら
用
意
さ
れ
て
い

る
ア
イ
テ
ム
の
一
つ
が
町
の
地
図
で
あ
る
（【
図
②
】）。
地
図
は
次
々
に

現
れ
る
パ
ズ
ル
（
謎
）
を
解
く
た
び
に
更
新
さ
れ
、
新
し
い
エ
リ
ア
へ
の

【図②】町の地図
Memoranda. Version 9.0c for Windows PC, Bit Byterz/

Digital Dragon Games, 2017.

ア
ク
セ
ス
が
可
能
に
な
る
。『
メ

モ
ラ
ン
ダ
』
の
主
な
舞
台
は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。
①
ミ
ズ
キ
の
マ

ン
シ
ョ
ン
（
１
階
：
受
付
、
２

階
：
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
部
屋
、
３

階
：
逃
げ
た
男
の
部
屋
、
４
階
：

ミ
ズ
キ
の
部
屋
、
５
階
：
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
・
ル
ー
ム
）　

②
タ

ヌ
キ
広
場
（
パ
ン
屋
、
花
屋
、

ヴ
ァ
ー
ニ
ャ
の
カ
フ
ェ
）　

③
レ

キ
シ
ン
ト
ン
ス
ト
リ
ー
ト
（
暗
い

路
地
・
か
い
つ
ぶ
り
の
事
務
所
・
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人
形
使
い
の
家
）　

④
ミ
ス
タ
ー
・
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
の
別
荘
と
鼠
の
穴　

⑤
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
オ
フ
ィ
ス　

⑥
ビ
ー
チ
と
灯
台　

⑦
沼
（
老
木
、
二

〇
〇
匹
の
蛙
の
池
、
郊
外
）　

⑧
下
水
道
。

　

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
新
し
い
舞
台
を
開
拓
し
な
が
ら
、
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
に

保
管
さ
れ
て
い
る
ア
イ
テ
ム
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、
様
々
な
パ
ズ
ル
を

解
き
、
最
終
的
に
猿
が
身
を
隠
し
て
い
る
郊
外
の
下
水
道
に
た
ど
り
着
く
。

松
永
伸
司
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
謎
解
き
は
「
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
作
品
の
評

価
の
焦
点
に
も
し
ば
し
ば
な
る
」27
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｐ

Ｃ
ゲ
ー
ム
の
配
信
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
るSteam

に
投
稿
さ
れ
た

多
数
の
レ
ビ
ュ
ー
を
見
る
と
、『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
に
お
け
る
パ
ズ
ル
の
多

く
が
論
理
性
を
欠
い
て
お
り
、
ゲ
ー
ム
を
進
行
さ
せ
る
こ
と
自
体
が
多
く

の
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
困
難
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
28
。
実
際
、

Steam

の
レ
ビ
ュ
ー
の
中
に
は
、「
こ
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
に
は
、
村
上

春
樹
の
作
品
を
ど
れ
ぐ
ら
い
読
ん
で
お
く
必
要
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
？
」
と

皮
肉
を
込
め
て
つ
ぶ
や
く
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
い
る
29
。
こ
の
コ
メ
ン
ト
は
、

先
行
す
る
村
上
作
品
を
読
ん
で
い
る
こ
と
が
ゲ
ー
ム
体
験
の
向
上
に
繋
が

る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者
自
身
の
経
験
か
ら
言
え
ば
、

先
行
す
る
村
上
作
品
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
は
必
ず
し
も
パ
ズ
ル
を
解
く

手
助
け
に
は
な
ら
な
い
30
。

　

プ
レ
イ
ヤ
ー
に
与
え
ら
れ
る
選
択
肢
は
き
わ
め
て
限
定
的
で
あ
る
た
め
、

行
き
詰
ま
っ
た
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
同
じ
場
所
を
行
き
来
し
、
同
じ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
同
じ
会
話
を
繰
り
返
す
と
い
う
ル
ー
プ
に
陥
り
や
す
い
。
こ
う
し

た
状
況
を
避
け
る
た
め
に
、
ゲ
ー
ム
内
の
ヒ
ン
ト
や
ウ
ォ
ー
ク
ス
ル
ー

（
攻
略
手
引
き
）
な
ど
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
結
果
、
イ
ン
タ
ラ

ク
テ
ィ
ブ
で
あ
る
は
ず
の
ゲ
ー
ム
部
分
に
お
い
て
さ
え
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
は

ウ
ォ
ー
ク
ス
ル
ー
な
ど
を
見
て
／
読
ん
で

0

00

0

0

0

そ
れ
を
模
倣
す
る
と
い
う
、
つ

ま
り
映
画
の
観
客
に
近
い
受
動
的
な
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

あ
る
。

　

パ
ズ
ル
が
難
解
で
、
時
々
論
理
性
を
欠
い
て
い
る
の
は
『
メ
モ
ラ
ン

ダ
』
の
弱
点
だ
と
言
え
る
が
、
一
方
で
、
手
書
き
の
独
自
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ス
タ
イ
ル
と
、
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
珍
し
い
と
さ
れ
て
い
る
31
マ

ジ
ッ
ク
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
手
法
は
本
ゲ
ー
ム
の
評
価
す
べ
き
点
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
き
た
。
イ
ン
デ
ィ
ー
ゲ
ー
ム
と
し
て
開
発
さ
れ
た
『
メ
モ
ラ
ン

ダ
』
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
イ
トKickstarter

で
「
マ

ジ
ッ
ク
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
ポ
イ
ン
ト
＆
ク
リ
ッ
ク
形

式
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
！
」32
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
宣
伝

段
階
か
ら
村
上
春
樹
の
名
と
と
も
に
「
マ
ジ
ッ
ク
・
リ
ア
リ
ズ
ム
」
と
い

う
言
葉
が
積
極
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。

　

マ
ジ
ッ
ク
・
リ
ア
リ
ズ
ム
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
サ
ブ
ジ
ャ
ン
ル
と
み
な

さ
れ
、
一
般
に
現
実
的
な
舞
台
に
非
現
実
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
出
来
事

を
導
入
し
、
そ
れ
を
現
実
の
一
部
と
し
て
提
示
す
る
手
法
と
説
明
で
き

る
33
。
こ
う
し
た
マ
ジ
ッ
ク
・
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
欧
米
で
は
村
上
文
学
の
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特
徴
と
し
て
頻
繁
に
言
及
さ
れ
て
お
り
、
前
節
で
引
用
し
た
サ
エ
デ
ィ
氏

と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
伺
え
る
よ
う
に
、『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
の
制
作
に

お
い
て
も
重
視
さ
れ
た
要
素
で
あ
る
。
さ
て
、
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
は
一
般
に

構
造
性
と
一
貫
性
を
重
視
す
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
た
め
、
マ
ジ
ッ
ク
・
リ

ア
リ
ズ
ム
を
ゲ
ー
ム
に
適
用
す
る
際
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
ゲ
ー
ム
プ

レ
イ
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
非
現
実
的
な
要
素
や
展
開
を
ゲ
ー
ム
構
造
の

内
部
に
矛
盾
な
く
組
み
込
む
こ
と
で
あ
る
34
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
並
み
を
思
わ
せ
る
『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
の
舞
台
は
、

「
タ
ヌ
キ
広
場
」
な
ど
架
空
の
要
素
を
含
み
な
が
ら
も
、
ハ
イ
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
作
品
の
よ
う
な
異
世
界
設
定
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
現
実
的
な
環
境

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
的
要
素
は
、
動
物
に
変
身
す
る

人
間
や
、
主
人
公
が
一
七
日
間
も
眠
れ
な
い
と
い
う
非
現
実
的
な
設
定
に

見
ら
れ
、
村
上
文
学
の
雰
囲
気
を
再
現
す
る
手
段
と
し
て
は
有
効
に
機
能

し
て
い
る
。

　

な
お
、
寺
尾
隆
吉
に
よ
れ
ば
、
マ
ジ
ッ
ク
・
リ
ア
リ
ズ
ム
は
「「
正
常
」

と
さ
れ
る
日
常
的
視
点
を
離
れ
て
、「
異
常
」・「
非
日
常
的
」
視
点
か
ら

現
実
世
界
を
捉
え
直
す
」35
手
法
で
あ
り
、「「
異
常
」
が
「
普
通
」
と
化

し
た
世
界
を
作
る
こ
と
で
、
日
常
世
界
の
「
普
通
」
が
「
普
通
」
に
見
え

な
い
よ
う
に
す
る
」36
も
の
だ
と
い
う
。
小
説
に
お
い
て
は
、
日
常
を
離

れ
た
「
非
日
常
」
的
視
点
を
構
築
し
、
読
者
を
「「
異
常
」
が
「
普
通
」

と
化
し
た
世
界
」（
寺
尾
）
に
導
く
の
は
語
り
手
の
役
割
で
あ
る
の
に
対

し
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
形
態
で
あ
る
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
ゲ
ー
ム
（
物

語
）
を
進
行
さ
せ
る
主
体
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
メ

モ
ラ
ン
ダ
』
の
よ
う
に
選
択
肢
が
限
ら
れ
た
Ａ
Ｖ
Ｇ
に
お
い
て
は
、
プ
レ

イ
ヤ
ー
が
ゲ
ー
ム
の
提
示
す
る
「
非
日
常
」
的
な
視
点
に
ど
こ
ま
で
同
化

し
、
パ
ズ
ル
を
解
け
る
か
が
重
要
と
な
る
。

　

以
上
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
は
パ
ズ
ル
の
論
理
性
を
欠

く
点
で
批
判
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
マ
ジ
ッ
ク
・
リ
ア
リ
ズ

ム
に
お
け
る
シ
ュ
ー
ル
な
物
語
展
開
や
合
理
性
を
離
れ
た
視
点
を
ゲ
ー
ム

へ
翻
案
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
、
ミ
ズ
キ
の
名
前
を
盗
ん
だ
猿
に
告
白
さ
せ
る
た
め
、

猿
が
浸
か
っ
て
い
る
湯
の
中
に
、
人
を
ぼ
う
っ
と
さ
せ
る
効
果
を
持
つ
架

空
の
植
物
「
ブ
ラ
ッ
デ
ィ
ミ
ン
ト
（bloody m

int

）」
を
用
い
た
「
麻
酔

薬
（anaesthetic

）」
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
常
識
的
に
は
麻
酔
薬
は

感
覚
や
言
語
活
動
を
鈍
ら
せ
る
も
の
だ
が
、「
も
う
す
ぐ
麻
酔
薬
が
効
い

て
く
る
は
ず
よ
。
そ
う
な
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
も
う
口
を
閉
じ
て
い
ら
れ

な
い
わ
よ
」
と
い
う
ミ
ズ
キ
の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
本
作
で
は
む
し
ろ

「
無
意
識
に
人
を
喋
ら
せ
る
」
効
果
を
も
つ
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

麻
痺
と
告
白
と
い
う
本
来
両
立
し
が
た
い
効
果
を
あ
え
て
結
び
つ
け
た
こ

の
結
末
は
、
合
理
的
・
論
理
的
な
視
点
か
ら
見
れ
ば
矛
盾
し
て
い
る
。
し

か
し
、
意
識
と
身
体
が
乖
離
し
、
猿
と
の
闘
い
が
意
識
の
レ
ベ
ル
で
行
わ

れ
て
い
る
『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
の
世
界
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
逆
説
的
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Ａ
Ｖ
Ｇ
の
レ
ビ
ュ
ー
サ
イ
トAdventure Gam

ers

に
投
稿
さ
れ
た
二

〇
一
七
年
の
批
評
で
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
複
雑
さ
や
パ
ズ
ル
の
難
解
さ
に

加
え
、
結
末
の
曖
昧
さ
が
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
レ
ビ
ュ
ア
ー
は
、

ゲ
ー
ム
終
了
後
も
ミ
ズ
キ
を
め
ぐ
る
多
く
の
謎
が
残
る
と
指
摘
し
、
と
り

わ
け
、
暗
い
過
去
を
ほ
の
め
か
し
な
が
ら
詳
細
な
説
明
が
省
か
れ
て
い
る

点
、
さ
ら
に
結
末
部
の
会
話
で
一
部
の
セ
リ
フ
が
欠
落
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
点
を
問
題
視
し
て
い
る
37
。
こ
の
指
摘
は
お
そ
ら
く
妥
当
で

あ
ろ
う
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
町
は
ず
れ
の
下
水
道
へ
降
り
、

展
開
も
成
立
し
う
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
別
の
場
面
で
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
内
の
ア
イ
テ
ム

を
組
み
合
わ
せ
る
際
、
ミ
ズ
キ
が
「
奇
妙
な
組
み
合
わ
せ
だ
っ
て
こ
と
は
、

私
も
分
か
っ
て
る
よ
」
と
コ
メ
ン
ト
す
る
。『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
で
は
、
し

ば
し
ば
こ
の
よ
う
な
「
奇
妙
な
組
み
合
わ
せ
（bizarre com

bination

）」

こ
そ
が
正
解
と
な
る
場
合
が
あ
り
、
ゲ
ー
ム
を
進
行
さ
せ
る
た
め
に
は
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
通
常
の
論
理
的
思
考
か
ら
一
歩
離
れ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
に
お
け
る
マ
ジ
ッ
ク
・
リ
ア
リ
ズ

ム
の
手
法
の
適
用
は
、
村
上
文
学
の
雰
囲
気
を
再
現
す
る
う
え
で
効
果
的

に
機
能
し
て
い
る
一
方
で
、
パ
ズ
ル
の
難
解
さ
と
い
う
問
題
も
同
時
に
生

み
出
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
村
上
春
樹
の
テ
ク
ス
ト
を
Ａ
Ｖ
Ｇ
と
い
う

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
媒
体
へ
と
翻
案
す
る
際
の
一
つ
の
限
界
を
示
し
て

い
る
と
同
時
に
、
新
し
い
表
現
の
試
み
と
し
て
高
く
評
価
す
べ
き
点
で
も

あ
る
。

三
　「
品
川
猿
」
の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』

　
「
品
川
猿
」
や
、
ゲ
ー
ム
内
で
引
用
さ
れ
て
い
る
他
の
村
上
作
品
の
展

開
を
把
握
し
て
い
て
も
、
物
語
の
進
行
や
ゲ
ー
ム
の
攻
略
に
直
接
関
わ
る

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
の
主
題
や
結
末
の
意
味
を

理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の
作
品
へ
の
理
解
が
欠
か
せ
な
い
。

潜
伏
し
て
い
る
猿
と
対
面

す
る
場
面
に
設
定
さ
れ
て

い
る
（【
図
③
】）。『
メ
モ

ラ
ン
ダ
』
に
お
け
る
猿
は
、

主
要
舞
台
か
ら
隔
絶
さ
れ

た
空
間
に
配
置
さ
れ
、
い

わ
ゆ
る
「
ボ
ス
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
」、
す
な
わ
ち
プ
レ

イ
ヤ
ー
が
攻
略
す
べ
き
強

敵
38
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の

「
闘
い
」
は
、「
か
え
る
く

【図③】猿との対面
Memoranda. Version 9.0c for Windows PC, Bit Byterz/

Digital Dragon Games, 2017.
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ん
、
東
京
を
救
う
」
に
お
け
る
か
え
る
く
ん
と
み
み
ず
く
ん
の
対
決
を
な

ぞ
る
も
の
で
あ
り
、
物
理
的
戦
闘
で
は
な
く
意
識
の
レ
ベ
ル
で
展
開
さ
れ

る
。

　

多
く
の
ゲ
ー
ム
に
共
通
す
る
「
ボ
ス
撃
破
」
と
い
う
ク
リ
ア
条
件
に
相

当
す
る
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
路
地
に
身
を
潜
め
る
「
か
え
る
く
ん

（Super Frog

）」
を
見
つ
け
、
彼
か
ら
「
マ
ジ
ッ
ク
の
言
葉
（m

agic 
w
ords

）」
を
受
け
取
る
必
要
が
あ
る
。
猿
は
「
不
思
議
な
力
（a 

strange force

）」
に
守
ら
れ
て
お
り
、
近
づ
く
者
に
頭
痛
を
引
き
起
こ

す
設
定
で
あ
る
。「
か
え
る
く
ん
」
か
ら
「
マ
ジ
ッ
ク
の
言
葉
」
を
受
け

取
っ
た
ミ
ズ
キ
は
、「
頭
の
中
で
何
百
匹
も
の
蛙
が
歓
声
を
上
げ
て
『
み

み
ず
く
ん
と
戦
え
！
』
と
叫
ぶ
の
を
感
じ
て
」
猿
に
近
づ
け
る
よ
う
に
な

る
。
そ
し
て
、
ボ
ス
撃
破
は
、
一
種
の
「
麻
酔
薬
」
を
使
っ
て
、
口
を
噤

ん
で
い
る
猿
に
告
白
を
強
制
す
る
展
開
へ
と
置
き
換
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
部
分
は
終
了
し
、
猿
の
告
白
を
含
む
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ム
ー
ビ
ー
が
流
れ
る
。

　
【
表
②
】
が
示
す
と
お
り
、
結
末
部
分
の
カ
ッ
ト
シ
ー
ン
❷
で
、
ミ
ズ

キ
は
「
猿
は
、
自
分
が
集
め
た
名
前
の
持
ち
主
に
つ
い
て
不
思
議
な
こ
と

を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
た
」
と
言
い
つ
つ
も
、「
あ
ま
り
楽
し
い
思
い
出

で
は
な
い
か
ら
」
と
し
、
そ
の
内
容
を
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
打
ち
明
け
る
こ
と

を
拒
む
。
こ
こ
で
省
略
さ
れ
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
短
編
小
説

に
お
け
る
猿
の
衝
撃
的
な
発
言
、
つ
ま
り
「
あ
な
た
の
お
母
さ
ん
は
、
あ

な
た
の
こ
と
を
愛
し
て
は
い
ま
せ
ん
。
小
さ
い
頃
か
ら
今
に
い
た
る
ま
で
、

あ
な
た
を
愛
し
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
」（
二
〇
五
頁
）
で
あ
る
。

　
「
愛
着
障
害
」
を
主
題
と
す
る
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
39
「
品

川
猿
」
で
は
、
み
ず
き
の
「
名
前
忘
れ
」
は
母
娘
関
係
の
複
雑
さ
に
結
び

つ
く
問
題
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
短
編
小
説
で
は
、
猿
は
名
前
を
盗
む
と

同
時
に
、「
名
前
に
付
帯
し
て
い
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
要
素
を
も
、
い
く
ぶ

ん
持
ち
去
る
」（
二
〇
二
頁
）
と
い
う
設
定
で
あ
り
、
み
ず
き
は
名
前
を

取
り
戻
す
代
わ
り
に
、
自
身
の
「
心
に
潜
む
闇
の
よ
う
な
も
の
」（
二
〇

二
頁
）、
つ
ま
り
母
の
愛
情
不
足
ゆ
え
に
他
者
を
愛
せ
な
い
と
い
う
事
実

を
認
識
す
る
。
こ
れ
に
対
し
『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
で
は
、
自
己
の
負
の
側
面

の
認
識
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
再
構
築
と
い
う
主
題
が
、
象
徴
的
な
「
父

殺
し
」
と
、
幼
少
期
に
起
因
す
る
恐
怖
の
克
服
と
い
う
普
遍
的
テ
ー
マ
へ

と
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

　
『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
で
ミ
ズ
キ
の
母
へ
の
言
及
は
「
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て

も
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
は
い
つ
も
母
が
不
機
嫌
に
な
っ
て
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
」（【
表
①
】
カ
ッ
ト
シ
ー
ン
❶
）
に
と
ど
ま
り
、
代
わ
っ
て
父
の
存
在

が
強
調
さ
れ
る
。
幼
い
ミ
ズ
キ
は
父
と
親
し
く
、
恐
怖
の
対
象
で
あ
る
露

天
掘
り
と
、
そ
の
向
こ
う
側
に
住
む
生
き
物
の
話
を
父
か
ら
聞
い
た
と
い

う
設
定
で
あ
る
。
子
ど
も
時
代
を
回
想
す
る
冒
頭
部
分
の
カ
ッ
ト
シ
ー
ン

❷
（【
表
①
】）
で
は
、「
お
父
さ
ん
、
こ
こ
に
い
て
く
れ
た
ら
良
か
っ
た

の
に
…
」
と
い
う
ミ
ズ
キ
の
語
り
に
よ
っ
て
、
父
の
不
在
へ
の
寂
し
さ
と
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不
安
が
露
わ
に
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
呼
応
し
て
結
末
部
で
は
、
名
前
を
取
り
戻
す
と
同
時
に
、
猿
か

ら
「
い
つ
も
夢
で
見
る
廃
坑
（
＝
露
天
掘
り
）
に
行
く
」、
す
な
わ
ち
恐

怖
と
向
き
合
う
よ
う
促
さ
れ
る
（【
表
②
】
カ
ッ
ト
シ
ー
ン
❷
）。
さ
ら
に

注
目
す
べ
き
は
、「
そ
れ
か
ら
（
注
：
猿
が
）
自
分
の
荷
物
を
ま
と
め
て
、

し
ば
ら
く
つ
い
て
き
て
く
れ
た
」
と
い
う
展
開
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
ミ

ズ
キ
に
と
っ
て
猿
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
役
割
を
果
た
す
と
同
時
に
、
父

の
身
代
わ
り
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
結
末
の
カ
ッ
ト
シ
ー
ン
❸

（【
表
②
】）
で
ミ
ズ
キ
が
「
夜
一
人
で
こ
こ
（
注
：
露
天
掘
り
）
に
い
て

も
、
も
う
全
然
怖
く
な
い
。
朝
ま
で
こ
こ
に
い
て
、
す
べ
て
の
悩
み
を
こ

こ
に
埋
め
る
つ
も
り
だ
」
と
語
る
の
は
、
恐
怖
の
対
象
に
一
人
で
向
き
合

い
、
悩
み
を
埋
め
て
先
へ
進
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

悩
み
の
具
体
的
内
容
は
明
示
さ
れ
な
い
が
、
そ
こ
に
は
お
そ
ら
く
父
の
不

在
に
由
来
す
る
喪
失
感
も
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
40
。

　
『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
で
は
、
多
く
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
何
ら
か
の
精
神
的

問
題
や
喪
失
感
を
抱
え
、
ミ
ズ
キ
は
自
分
の
名
前
を
取
り
戻
す
前
に
、
他

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
構
造
は
、

自
己
の
内
面
に
向
き
合
う
こ
と
を
と
お
し
て
他
者
と
繋
が
る
と
い
う
、
村

上
春
樹
の
い
わ
ゆ
る
「
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
の
問
題
意
識
を
反
映
し
て
い

る
。「
品
川
猿
」
が
、
無
意
識
に
埋
も
れ
て
い
た
自
己
の
負
の
部
分
を
掘

り
起
こ
し
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
構
築
す
る
物
語
で
あ
る
の
に
対
し
、

『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
は
、
過
去
へ
引
き
戻
す
喪
失
感
を
埋
め
る
こ
と
で
成
長

へ
向
か
う
と
い
う
、
普
遍
的
な
成
長
物
語
と
し
て
解
釈
で
き
る
。

　

な
お
、
見
逃
せ
な
い
の
は
、『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
の
結
末
部
分
（【
表
②
】

カ
ッ
ト
シ
ー
ン
❶
）
で
ミ
ズ
キ
の
名
前
が
具
体
的
に
語
ら
れ
な
い
点
で
あ

る
41
。
猿
に
名
前
を
聞
か
れ
た
ミ
ズ
キ
は
「
Ｍ
…
ミ
ロ
…
全
く
、
こ
ん
な

時
に
忘
れ
ち
ゃ
う
な
ん
て
…
」
と
つ
ぶ
や
く
の
み
で
、
自
ら
名
を
口
に
せ

ず
、
名
札
も
登
場
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、「
品
川
猿
」
の
ラ
ス
ト
で
は
、

「
家
に
戻
り
、
み
ず
き
は
猿
か
ら
返
し
て
も
ら
っ
た
「
大
沢
み
ず
き
」
の

古
い
名
札
と
、「
安
藤
（
大
沢
）
み
ず
き
」
と
い
う
名
前
が
刻
ま
れ
た
銀

の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
、
茶
色
い
事
務
封
筒
に
入
れ
て
封
を
し
、
そ
れ
を
押

入
の
段
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
た
。
よ
う
や
く
自
分
の
名
前
が
手
も
と
に
戻
っ

て
き
た
の
だ
」
と
叙
述
さ
れ
、「
ほ
か
に
名
前
は
な
い
の
だ
」（
二
一
〇

頁
）
と
ま
で
強
調
さ
れ
る
。『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
で
は
こ
れ
が
、「
家
に
帰
っ

た
と
き
、
す
ぐ
に
上
手
く
い
く
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
け
ど
、
少
な
く
と

も
自
分
の
名
前
は
あ
る
。
私
だ
け
の
も
の
」（【
表
②
】
カ
ッ
ト
シ
ー
ン

❸
）
へ
と
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

　

榊
は
、「
自
己
の
物
語
」
と
い
う
概
念
を
導
入
し
、「
小
説
や
映
画
と
異

な
る
、
ゲ
ー
ム
固
有
と
言
え
る
だ
ろ
う
物
語
的
経
験
の
特
徴
」
を
「
ゲ
ー

ム
が
提
示
す
る
物
語
を
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
「
自
己
の
物
語
」
と
し
て
把
握
し

う
る
と
い
う
点
」
に
お
い
て
見
出
し
た
42
。
す
な
わ
ち
、
榊
に
よ
れ
ば
、

「
小
説
や
映
画
等
の
物
語
メ
デ
ィ
ア
の
場
合
、
基
本
的
に
読
者
／
観
客
は
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そ
こ
で
提
示
さ
れ
る
物
語
を
「
他
者
の
物
語
」
と
し
て
享
受
す
る
」
の
に

対
し
、
ゲ
ー
ム
は
「
自
分
だ
け
の
物
語
を
体
験
す
る
メ
デ
ィ
ア
」43
だ
と

述
べ
て
い
る
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ

な
体
験
は
パ
ズ
ル
設
計
に
よ
っ
て
は
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
結
末

に
お
け
る
原
作
か
ら
の
逸
脱
の
背
景
に
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

へ
の
感
情
移
入
・
一
体
化
を
促
す
工
夫
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

結
末
部
分
に
お
い
て
ミ
ズ
キ
の
名
前
が
敢
え
て
明
示
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ

り
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
他
者
性
は
意
図
的
に
弱
め
ら
れ
て
お
り
、
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
ミ
ズ
キ
に
自
己
投
影
を
す
る
た
め
の
空
白
が
生
じ
る
。

　
「
少
な
く
と
も
自
分
の
名
前
は
あ
る
」
と
語
り
、
不
安
定
な
世
界
で
自

立
し
た
個
と
し
て
生
き
る
決
意
を
示
す
ミ
ズ
キ
の
姿
は
、
多
く
の
若
者
が

通
過
す
る
普
遍
的
な
成
長
過
程
、
し
い
て
言
え
ば
象
徴
的
な
父
殺
し
を
映

し
出
す
。
と
は
い
え
、『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
に
お
け
る
「
名
前
忘
れ
」
の
原

因
は
最
後
ま
で
明
か
さ
れ
な
い
。
結
末
の
カ
ッ
ト
シ
ー
ン
❷
（【
表
②
】）

で
は
「
老
人
の
姿
が
写
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
に
、
彼
は
本
当
に
た
だ
の

孤
独
な
ニ
ホ
ン
ザ
ル
だ
っ
た
よ
う
だ
」
と
い
う
セ
リ
フ
と
と
も
に
、
ミ
ズ

キ
が
撮
っ
た
一
枚
の
写
真
が
示
さ
れ
、
猿
が
露
天
掘
り
の
「
向
こ
う
側
」

に
住
む
人
々
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
要
す
る
に
、

『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
の
猿
は
、
理
解
不
可
能
な
他
者
と
し
て
設
定
さ
れ
、
ミ

ズ
キ
の
「
名
前
忘
れ
」
は
象
の
消
滅
と
同
様
、
原
因
不
明
で
理
不
尽
な
出

来
事
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
最
終
的
に
ミ
ズ
キ
の
「
名
前
探
し
」
の
物

語
と
は
直
接
関
係
の
な
い
、
独
立
し
た
謎
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
複

数
の
謎
を
解
き
、
か
い
つ
ぶ
り
（M

r. Dabchick

）
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
か
ら
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
マ
ル
・
ポ
ー
シ
ョ
ン
」
を
受
け
取
る
一
連
の
過

程
は
、
ミ
ス
タ
ー
・
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
が
仕
組
ん
だ
「
無
駄
な
追
跡
（a 

w
ild goose chase

）」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の

展
開
は
英
語
圏
でA W

ild Sheep Chase

と
訳
さ
れ
た
『
羊
を
め
ぐ
る
冒

険
』（
講
談
社
、
一
九
八
二
、
英
訳
一
九
八
九
年
刊
行
）
の
構
造
を
踏
襲

し
て
お
り
、
全
て
が
無
駄
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
に
プ
レ

　
『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
に
登
場
す
る

サ
ー
カ
ス
の
象
フ
ィ
ル
（Phil

）

は
、
ミ
ス
タ
ー
・
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ

の
別
荘
に
身
を
隠
し
て
お
り
、
人

間
へ
と
変
身
す
る
途
中
の
状
態
に

あ
る
（【
図
④
】）。
象
の
行
方
を

追
い
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
マ
ル
・
ポ
ー

シ
ョ
ン
（hum

anim
al potion

）」

を
入
手
し
て
フ
ィ
ル
に
渡
し
、
人

間
へ
の
変
身
を
助
け
る
と
い
う
一

連
の
流
れ
は
、
重
要
な
ク
エ
ス
ト

の
一
つ
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

【図④】人間へと変身する途中の象
Memoranda. Version 9.0c for Windows PC, Bit Byterz/

Digital Dragon Games, 2017.
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て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
両
義
性
は
、
ミ
ズ
キ
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

描
写
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
の
ミ
ズ
キ
は
、
他
者
の

問
題
を
解
決
し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
が
、
そ
の
行
動
は
し
ば
し
ば
倫

理
的
な
曖
昧
さ
を
帯
び
る
。
自
ら
の
名
前
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
彼
女
は

猿
を
脅
迫
し
た
り
、
忘
れ
去
ら
れ
た
兵
士
た
ち
の
名
札
を
軽
々
し
く
猿
に

渡
し
た
り
す
る
。
選
択
肢
が
与
え
ら
れ
な
い
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
た
と
え
ミ

ズ
キ
の
行
動
に
疑
問
を
抱
い
た
と
し
て
も
、
ゲ
ー
ム
を
進
め
る
た
め
に
倫

理
的
に
問
題
の
あ
る
行
為
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
う
し
た
デ
ザ
イ
ン

に
対
し
、
一
部
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
不
快
感
を
示
し
て
い
る
44
が
、
そ
れ
は
、

『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
の
プ
レ
イ
を
通
じ
て
、
人
間
が
普
段
は
目
を
そ
ら
し
が

ち
な
心
の
闇
と
向
き
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
戸
惑
い
と
解
釈
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
こ
の
ゲ
ー
ム
が
醸
し
出
す
雰
囲
気
や
感
覚
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
文

学
に
関
心
の
な
か
っ
た
ゲ
ー
マ
ー
た
ち
に
も
好
奇
心
が
芽
生
え
、
村
上
春

樹
の
原
作
を
読
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」45
と
い
う
、
ゲ
ー
ム
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
サ
エ
デ
ィ
氏
の
言
葉
は
示
唆
的

で
あ
る
。『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
横
断
的
な
ア
ダ
プ
テ
ー

シ
ョ
ン
作
品
は
、
原
作
の
新
し
い
読
者
層
を
開
拓
し
、
文
学
的
体
験
を
拡

張
す
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
村
上
春
樹
は
『
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン

ド
』（
講
談
社
、
一
九
九
七
）
の
あ
と
が
き
で
、
自
我
を
「
物
語
」
や

「
お
話
」
に
た
と
え
、
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
お
話
」
の
中
で
、「
物
語

イ
ヤ
ー
が
抱
く
怒
り
や
失
望
感
は
、『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』
の
「
僕
」
が

物
語
の
終
盤
で
味
わ
う
感
情
に
通
じ
て
い
る
。

　

謎
解
き
ゲ
ー
ム
が
多
く
の
謎
を
残
し
た
ま
ま
終
わ
る
こ
と
に
、
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
違
和
感
を
覚
え
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
謎
を
残
し
た
ま

ま
物
語
を
閉
じ
る
こ
と
は
、
初
期
作
品
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て

見
ら
れ
る
村
上
春
樹
文
学
の
特
徴
で
あ
る
。『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
は
、
イ
ン

タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
部
分
で
は
「
品
川
猿
」
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
も
の
の
、

こ
の
点
に
お
い
て
は
、
村
上
作
品
を
読
む
体
験
を
忠
実
に
再
現
し
て
い
る

ゲ
ー
ム
で
あ
る
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
、
村
上
作
品
へ
の
忠
実
性
と
い
う
観
点
か
ら
言
及
し
て
お
く
べ

き
な
の
は
「
悪
」
の
描
写
で
あ
る
。

　
『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
で
は
悪
の
問
題
が
全
面
的
に
提
示
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
品
川
猿
」
は
最
終
的
に
「
心

の
闇
」
や
個
人
の
負
の
部
分
の
認
識
へ
と
至
る
物
語
で
あ
る
。『
メ
モ
ラ

ン
ダ
』
に
お
け
る
猿
は
、
み
み
ず
く
ん
に
通
じ
る
悪
質
な
力
に
よ
っ
て
守

ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
名
前
を
盗
む
と
い
う
行
為
が
結
果
的
に
名
前
の
持

ち
主
の
心
を
癒
す
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
効
果
を
も
た
ら
す
。
す
な
わ
ち
、

原
作
と
同
様
に
、
猿
は
善
と
悪
の
双
方
を
内
包
し
た
両
義
的
な
存
在
と
し
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を
作
る
「
メ
ー
カ
ー
」
で
あ
る
と
同
時
に
、「
そ
の
物
語
を
体
験
す
る

「
プ
レ
ー
ヤ
ー
」
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
46
。
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
は
、
村

上
春
樹
の
言
う
「
物
語
を
作
る
」
と
「
生
き
る
」
こ
と
の
同
時
的
な
体
験

を
、
文
学
を
読
む
こ
と
と
は
異
な
る
形
で
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
身
体
的
に
経
験

さ
せ
る
媒
体
で
あ
り
、
村
上
文
学
に
お
け
る
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能

性
を
考
察
す
る
う
え
で
、
今
後
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
領
域
で
あ
る
。

テ
ク
ス
ト

M
em

oranda. Version 9.0c for W
indow

s PC, Bit Byterz/Digital 
Dragon Gam

es, 2017.

村
上
春
樹
「
品
川
猿
」『
東
京
奇
譚
集
』
新
潮
社
、
二
〇
〇
五
年
。

付
記

　

ゲ
ー
ム
か
ら
の
引
用
は
す
べ
て
私
訳
に
よ
っ
た
。

　

本
稿
は
、
二
〇
二
五
年
第
十
四
回
村
上
春
樹
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お

け
る
口
頭
発
表
「「
品
川
猿
」
か
ら
『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
へ
─
文
学
と
ビ
デ

オ
ゲ
ー
ム
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
可
能
性
」（
二
〇
二
五
年
七
月
五
日
、

京
都
大
学
）
及
び
第
四
十
八
回
村
上
春
樹
と
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会

に
お
け
る
口
頭
発
表
「
村
上
春
樹
を
プ
レ
イ
す
る
─
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
『
メ

モ
ラ
ン
ダ
（M

em
oranda

）』
に
お
け
る
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
試
み
」

（
二
〇
二
五
年
八
月
二
四
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
）
の
原
稿
に
加
筆
修
正
を
加

え
た
も
の
で
あ
る
。
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
。

注
１	

ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
作
品
に
つ
い
て
は
松
永
伸
司
に
よ
る
以
下
の
定
義
を
使
用
す
る
。

「
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
作
品
と
は
、

（１）
視
覚
的
デ
ジ
タ
ル
媒
体
を
通
し
て
実
現
さ
れ
る

人
工
物
で
あ
り
、
か
つ
、

（２）
娯
楽
的
に
、
あ
る
い
は
、
芸
術
的
に
受
容
さ
れ
る

こ
と
を
意
図
さ
れ
た
（
あ
る
い
は
慣
習
的
に
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
見
な
さ

れ
て
い
る
）
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、

（３）
そ
の
受
容
の
あ
り
方
が
以
下
の
い
ず
れ

か
で
あ
る
よ
う
意
図
さ
れ
た
（
あ
る
い
は
慣
習
的
に
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て

見
な
さ
れ
て
い
る
）
も
の
で
あ
る
。
（３a）
ゲ
ー
ム
の
プ
レ
イ
、
（３b）
イ
ン
タ
ラ
ク

テ
ィ
ブ
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
受
容
、
（３c）
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
受
容
。」（
松
永

伸
司
『
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
の
美
学
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
、
三

四
～
三
五
頁
。）

２	Shahad Adel M
ustafa Abdullah, “Narrative Structures and Literary 

Adaptations in Video Gam
es and Literature,” East Journal of Hum

an 

Science, Vol. 1, Issue 5, Septem
ber 3, 2025, https://eastpublication.

com
/index.php/ejhs/article/view

/150/64

（
二
〇
二
五
年
一
二
月
三
日
参

照
）。

３	Christian Thom
as, “Introduction: The Art of Adaptation in Film

 and 

Video Gam
es,” Christian Thom

as (ed.), The Art of Adaptation in Film
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and Video Gam
es (Printed Edition of the Special Issue Published in 

Arts), M
DPI, 2022, p.1, https://doi.org/10.3390/arts11040071

（
二
〇
二

五
年
一
二
月
三
日
参
照
）。

４	Tatjana Ristić and Darjan Kubik, “Video Gam
es and Adaptation: An 

Introduction” in Liliana Vale Costa et al., eds., Videogam
e Sciences 

and Arts: 13th International Conference, VJ 2023, Aveiro, Portugal, 

Novem
ber 28-30, 2023, Revised Selected Papers, Springer Cham

, 2024, 

pp.187-201.

	
(https://doi.org/10.1007/978-3-031-51452-4_14)

５	

文
学
作
品
か
ら
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
へ
と
い
う
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
形
態
を
詳
細

に
論
じ
る
も
の
が
少
な
い
中
、『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
四
つ
の
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
・
ア

ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
分
析
し
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
悲
劇
に
潜
ん
で
い
る
イ
ン

タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
性
を
指
摘
し
て
い
るJulian Novitz, “‘The Tim

e is out of 

Joint’: Interactivity and Player Agency in Videogam
e Adaptations of 

Ham
let” (Arts 9, no.4: 122, 2020)

が
注
目
に
値
す
る
。�

 

https://doi.org/10.3390/arts9040122

（
二
〇
二
五
年
一
二
月
三
日
参
照
）。

６	https://store.steam
pow

ered.com
/app/430410/M

em
oranda/

（
二
〇

二
五
年
一
〇
月
二
三
日
参
照
）。

７	

多
根
清
史
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
歴
史
」
武
内
静
夫
編
『
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
サ
イ
ド
＝Adventure GAM

ESIDE

』
第
一
号
、
二
〇
一
三
、

一
頁
。

８	

徐
永
為
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ベ

（
マ
マ
）ー

ム
論
─
ル
ー
プ
も
の
を
中
心
に
」『
日
本
近
代

文
学
会
北
海
道
支
部
会
報
』
第
二
十
二
号
、
二
〇
一
九
・
五
、
六
八
頁
。

９	

筆
者
がYouTube

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
プ
レ
イ
ス
ル
ー
の
文
字
起
こ
し
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
そ
の
分
量
は
一
万
語
（
英
語
）
を
超
え
た
。

	
Gam

ingSugoi, “M
em

oranda FULL Gam
e W

alkthrough / Playthrough 

– Let's Play (No Com
m
entary)” YouTube, 

二
〇
二
一
年
七
月
一
四
日
公
開
、

https://w
w
w.youtube.com

/w
atch?v=h8cBz5_n1M

0

（
二
〇
二
五
年
一
〇

月
六
日
参
照
）。

　
　

な
お
、
雑
誌
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
品
川
猿
」
の
英
訳
版

は
約
八
千
五
百
語
で
あ
り
、『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
の
分
量
は
短
編
小
説
よ
り
も
長
い

こ
と
が
分
か
る
。

	
H
aruki M

urakam
i, “A Shinagaw

a M
onkey,” Translated by Philip 

Gabriel, The New Yorker, February 5, 2006, https://w
w
w.new

yorker.

com
/m

agazine/2006/02/13/a-shinagaw
a-m

onkey

（
二
〇
二
五
年
一
〇

月
六
日
参
照
）。

10	

な
お
、
リ
ン
ダ
・
ハ
ッ
チ
オ
ン
は
、『
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
』（
片
渕
悦

久
・
鴨
川
啓
信
・
武
田
雅
史
訳
、
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
二
）
に
お
い
て
、「
翻
訳

と
同
様
に
、
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
ひ
と
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
体

系
か
ら
別
の
体
系
へ
コ
ー
ド
が
変
換
さ
れ
る
ひ
と
つ
の
形
態
で
あ
る
」
と
述
べ
、

「
あ
る
物
語
が
メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
文
化
や
言
語
を
越
え
翻
案
さ
れ
る
、
す
な

わ
ち
新
た
な
文
化
的
環
境
へ
と
「
順
化
」
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
新
た
な
、
ま
た
必
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然
的
に
異
な
る
意
味
を
与
え
ら
れ
る
と
き
に
生
じ
る
「
通
文
化
的
な
」
移
動
の

様
式
」
と
定
義
し
て
い
る
（
ⅲ
頁
）。

11	

リ
ン
ダ
・
ハ
ッ
チ
オ
ン
、
前
掲
書
、
二
八
頁
。

12	Jam
es New

m
an, Videogam

es, Routledge, 2004, pp.91-92.

13	

榊
祐
一
「
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
／
物
語
／
テ
レ
プ
レ
ゼ
ン
ス
」『
層
─
映
像
と
表
現
』

第
二
号
、
二
〇
〇
八
・
八
、
六
四
頁
。

14	

注
13
に
同
じ
。

15	

こ
こ
で
言
う
「
宝
探
し
」
の
物
語
と
は
、
蓮
實
重
彦
が
『
小
説
か
ら
遠
く
離
れ

て
』（
日
本
文
芸
社
、
一
九
八
九
）
の
中
で
、『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』
お
よ
び
そ

の
他
の
同
時
代
の
長
編
小
説
に
共
通
す
る
基
本
的
な
構
造
を
捉
え
る
た
め
に
用

い
た
表
現
で
あ
る
。
な
お
、「
シ
ー
ク
＆
フ
ァ
イ
ン
ド
」（
＝「
探
し
求
め
て
、
探

し
出
す
」）
と
い
う
の
は
、
村
上
春
樹
が
川
本
三
郎
と
の
対
談
「
Ｒ
・
チ
ャ
ン
ド

ラ
ー
─
あ
る
い
は
都
市
小
説
に
つ
い
て
」（『
ユ
リ
イ
カ
』
一
九
八
二
・
七
）
に

お
い
て
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
小
説
に
対
し
て
用
い
た
表
現
で
あ
る
が
、
チ
ャ
ン
ド

ラ
ー
作
品
と
同
様
の
物
語
構
造
を
有
す
る
村
上
作
品
に
対
し
て
も
し
ば
し
ば
用

い
ら
れ
て
き
た
。

16	

斎
藤
美
奈
子
「
村
上
春
樹　

ゲ
ー
ム
批
評
に
あ
け
く
れ
て
」『
文
壇
ア
イ
ド
ル

論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
、
一
九
頁
。

17	

注
16
に
同
じ
。

18	

注
16
に
同
じ
。

19	

リ
ン
ダ
・
ハ
ッ
チ
オ
ン
、
前
掲
書
、
一
六
～
一
七
頁
。

20	M
CV Staff, “Interview

: Bit ByterZ Sahand Saedi talks about 

M
em

oranda,” M
CV/DEVELOP M

agazine, January 5, 2017, https://

m
cvuk.com

/developm
ent-new

s/interview
-bit-byterz-sahand-saedi-

talks-about-m
em

oranda/

（
二
〇
二
五
年
一
〇
月
六
日
参
照
）

21	

注
20
に
同
じ
。

	
“The m

agical realism
 in M

urakam
i's stories w

as the key elem
ent that 

helped us create the atm
osphere —

 I just selected som
e storylines 

and characters from
 lots of different stories and blended them

 into 

one. That's w
hy the gam

e m
ight be m

ore interesting for people w
ho 

have read M
urakam

i's w
orks.”

	

　

な
お
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
よ
う
な
引
用
が
見
ら
れ
る
の
は
『
メ
モ
ラ
ン
ダ
』
だ

け
で
は
な
い
。
二
〇
二
四
年
に
公
演
さ
れ
た
日
英
国
際
共
同
制
作
に
よ
る
舞
台

『
品
川
猿
の
告
白
（Confessions of a Shinagaw

a M
onkey

）』
は
、「
品
川

猿
」
と
そ
の
続
編
で
あ
る
「
品
川
猿
の
告
白
」（『
文
学
界
』
二
〇
二
〇
・
二
）

の
ほ
か
、「
眠
り
」
な
ど
、
複
数
の
村
上
作
品
か
ら
材
を
得
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、

観
客
に
よ
る
物
語
の
再
構
築
を
促
す
手
法
が
見
ら
れ
る
。
舞
台
の
分
析
に
つ
い

て
、
藤
城
孝
輔
「
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
「
正
し
さ
」
─
村
上
春
樹
原
作
『
品

川
猿
の
告
白
』
を
反
証
と
し
て
（『
シ
ア
タ
ー
ア
ー
ツ
』
第
六
十
九
号
、
二
〇
二

五
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

22	「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
消
費
」
と
は
、
東
浩
紀
が
『
動
物
化
す
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
─
オ

タ
ク
か
ら
見
た
日
本
社
会
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
一
）
に
お
い
て
、
大
塚
英
志
の
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「
物
語
消
費
」
と
対
比
す
る
形
で
提
唱
し
た
概
念
で
あ
る
。
物
語
そ
の
も
の
で
は

な
く
、
物
語
を
構
成
す
る
あ
ら
ゆ
る
要
素
が
個
別
に
消
費
さ
れ
て
い
く
と
い
う
、

一
九
九
〇
年
代
以
降
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
オ
タ
ク
文
化
の
潮
流
を
指
し
て
い
る
。

23	

榊
に
よ
る
「
テ
レ
プ
レ
ゼ
ン
ス
」
の
定
義
は
、「「
今
・
こ
こ
」
に
存
在
し
つ
つ
、

同
時
に
、「
こ
こ
」
で
は
な
い
「
ど
こ
か
」
に
存
在
し
、
か
つ
、
そ
の
「
ど
こ

か
」
の
環
境
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
う
る
よ
う
な
形
で
行
為
が
可
能
で
あ
る

よ
う
な
状
態
」
で
あ
る
。
榊
祐
一
、
前
掲
論
文
、
六
九
～
七
〇
頁
。

24	

榊
祐
一
、
前
掲
論
文
、
七
〇
頁
。
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き
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logical. The lack of instruction m
ade it im

possible for m
e to be 

patient enough to com
plete the gam

e w
ithout w

alkthrough.” 

Fernofarch, 2017.11.13.

）（
二
〇
二
五
年
一
〇
月
六
日
参
照
）

29	

注
６
に
同
じ
。「
見
た
目
は
い
い
け
ど
、
浅
い
と
感
じ
た
。
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
嫌
い
が
増
え
る
よ
う
な
タ
イ
プ
の
パ
ズ
ル
ば
っ
か
り
。
こ
の
ゲ
ー
ム
を

楽
し
む
に
は
、
村
上
春
樹
の
作
品
を
ど
れ
ぐ
ら
い
読
ん
で
お
く
必
要
が
あ
る
ん

だ
ろ
う
？
」“Looks good but ultim

ately felt kind of hollow, w
ith the 
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あ
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猫
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猫
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猫
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流
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シ
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。
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あ
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